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1. 研究の背景と目的 

超音波振動子が開発されて以来、超音波霧化

の研究は 60年以上の歴史をもつが、霧化メカ

ニズムには未解明な点も残されている。我々は、

振動板を利用した新しい霧化方式を開発する

事により、霧化メカニズムの解明を目指してい

る。さらに、霧化現象を利用し、近年地球規模

で懸念されている、マイクロプラスチックの拡

散プロセスの１つの可能性について検討する。 
 

2. 実験方法 

超音波による霧化メカニズムを解明する為、

図１に示す様に、振動板を利用した超音波霧化

装置を開発した。この装置の振動板表面におい

て、霧化が生じる直前の霧化領域の温度をマイ

クロ熱電対によりその場計測した。また、振動

板に設置した高感度マイクにより、霧化発生時

と停止時における振動板の振動音の変化をそ

の場計測した。これら温度計測や音響解析、そ

して準高速度カメラ撮影の結果から、超音波霧

化の発生メカニズムを検証した。 

 

 
図１. 超音波霧化発生装置 

 

3. 実験結果および解析 

図２a および２b に、振動板表面上で計測し

た、５つの霧化領域の温度分布を示す。もし、

超音波霧化がキャビテーションを主要因とし

て発生するならば、霧化の発生領域が多い場所

ほど水温の上昇は大きいはずである。しかし、

実際には、霧化の発生領域が多い場所の方が、

水温の上昇は小さかった。 

 

 
図 2. 霧化発生時の温度計測 

 

図３に、振動板表面で計測した霧化音のフー

リエ変換（霧化音の周波数特性）を示す。図３

a および３b は、霧化が発生する前後の周波数

特性であり、霧化の発生に伴い、ピーク幅の変

化やピークシフトが観測され、振動板と板上の

水膜との相互作用が大きく変化している事を

示している。 

上記の実験結果および霧化発生時の準高速

度カメラ測定から、振動板を利用した超音波霧

化は、キャビテーションや水温の上昇に起因す

るのではなく、表面波による霧化の誘起が主要

因であると考えられる。 

 

 
図 3. 霧化音の周波数解析 
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